
日本沿岸域学会 研究グループ 研究計画提案書 

平成 21 年 3 月 11 日 

①  研究テーマ ムラサキイガイ回収による環境改善効果の評価 

②
目
的 

大阪湾の湾奥部の岸壁に大量に付着するムラサキイガイは、生存中は懸濁物質を吸収し水質浄化に寄与しているが、毎年、岸壁より大量

に脱落し海底で斃死し、底層の酸素を消費し、青潮発生の原因となり、マイナスを生じさせている。大阪湾においては、底魚が棲める、青潮

が発生しないなど生物多様性を回復させるための環境創造が必要であり、本研究では、ムラサキイガイの回収による湾奧部の環境改善効果

を定量的に把握し、ムラサキイガイ回収事業への指針を得る。 

③
活
動
内
容 

大阪湾の湾奧の垂直護岸部に広く生息するムラサキイガイの回収・計測調査を、5～10 月にかけて実施する。ムラサキイガイが、落下するこ

とにより、どの程度、底層の貧酸素化に関与するのか、その落下することを防ぐことにより、どの程度、貧酸素水塊の発生を低減することがで

きるか、いつ頃、どのような方法で成長した個体を回収すれば最も効果的かなどを明らかにし、さらに、ムラサキイガイ回収による大阪湾の環

境改善効果の評価を行うとともに、回収事業への指針を得る。 
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研究期間 平成 21 年 5 月～平成 22 年 3 月 開催頻度 
調査：5～10 月の間に 5 回 

会議：6 回／年 
⑤日程表 

開催場所 
調査：大阪湾湾奥部の港湾内護岸 

会議：大阪市中央区 
⑥  研究運営費  

 


